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2026 年 10 月 22 日 

株式会社 Finatext ホールディングス 

株式会社 Finatext 

株式会社スマートプラスクレジット 

 

AI 時代の金融インフラを提供する株式会社 Finatext ホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長

CEO：林 良太、以下「Finatext ホールディングス」）は、株式会社スマートプラスクレジット（本社：東京都千代田区、

代表取締役：大澤 和明、以下「スマートプラスクレジット」）が、割賦販売法に基づく個別信用購入あっせん業者として

の登録を完了したことをお知らせします。 

 

これに伴い、Finatext グループはショッピングクレジット（個品割賦）領域への事業展開を本格化します。具体的に

は、スマートプラスクレジットが個別信用購入あっせん事業を通じて実務ノウハウを蓄積し、その知見を株式会社

Finatext（本社：東京都千代田区、代表取締役 CEO：木下 あかね、以下「Finatext」）が提供するクレジットビジネス

プラットフォーム「Crest（クレスト）」の機能開発に取り込むことで、「Crest」を個別信用購入あっせん業務に対応した

システム基盤として発展させます。さらに、「Crest」を、ショッピングクレジット事業への新規参入を目指す企業、既存

の個別信用購入あっせん業者、自社割賦を提供あるいは新規参入したい事業者へと広く展開し、割賦ビジネスの立ち

上げから既存業務のデジタル化、システム刷新までを一貫して支援していきます。 

Finatext グループは、これまで貸金領域で培ってきたシステム開発力と金融事業の運営ノウハウを融合し、ショッ

ピングクレジットをより柔軟かつ効率的に提供できる、次世代の割賦ビジネス基盤の構築を目指します。 

 

■取り組みの背景 

商品・サービスの購入方法が多様化し、消費者のライフスタイルや購買ニーズに応じた柔軟な支払手段の重要性が

高まっています。ショッピングクレジットは、商品・サービスの購入代金を分割して支払うことを可能にする仕組みであ

スマートプラスクレジット、個別信用購入あっせん業者として登録 
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り、消費者の購入選択肢を広げるとともに、販売事業者にとっても新たな販売機会の創出や顧客体験の向上につな

がる重要な金融サービスです。 

一方、個別信用購入あっせん事業への新規参入にあたっては、割賦販売法に基づく登録や管理体制の構築に加え、

加盟店管理、支払可能見込額調査、信用情報機関との接続、契約管理、請求・入金管理、債権管理など、多岐にわたる

業務を支えるシステムと専門的なオペレーションの整備が必要となります。また、既存の個別信用購入あっせん業者に

おいても、長年利用してきたシステムの維持・改修負担や、複雑化した業務プロセスが、新たな商品開発やサービス改

善を進めるうえでの課題となっています。 

こうした課題に対し、Finatext グループは、クラウドネイティブなシステム基盤と金融事業の実務ノウハウを組み

合わせることで、ショッピングクレジット事業の立ち上げや既存システムの刷新を、より柔軟かつ効率的に実現できる

環境の構築に取り組みます。 

 

■個別信用購入あっせん事業への参入と「Crest」の機能拡張について 

Finatext グループでは、Finatext がクレジットビジネスプラットフォーム「Crest」を開発・提供し、金融事業者で

あるスマートプラスクレジットが実際のクレジットサービスを運営する事業モデルを展開しています。スマートプラスク

レジットは、これまで個人向けローンや法人向けファイナンス事業を通じて培った審査、顧客対応、債権管理等の知見

を蓄積し、Finatext はこれらを「Crest」の機能改善や新たなサービス開発に活用してきました。 

Finatext グループは、今回の個別信用購入あっせん業者としての登録を契機に、この事業モデルをショッピング

クレジット領域へ拡張します。スマートプラスクレジットによる個別信用購入あっせん事業の運営を通じて、加盟店と

の連携、申込受付、審査、契約締結、立替精算、請求・入金管理、債権管理など、ショッピングクレジット特有の業務プロ

セスに関する知見を蓄積します。また、Finatext は、こうした実務を通じて得られる知見や改善ニーズを「Crest」に

継続的に反映し、個別信用購入あっせん事業に必要な機能の実装を順次進めていきます。そして、「金融事業者自身

が日々の業務で直面する課題をシステム開発へ直接反映し、その成果を他の事業者にも提供する」という継続的な改

善サイクルにより、法令遵守と業務効率化を両立しながら、実務に即したショッピングクレジット基盤の構築を目指し

ます。 

 

■ ショッピングクレジット事業者への展開について 

Finatext グループは、「Crest」において個別信用購入あっせん事業に対応する機能を拡張し、主に以下の 3 つ

の領域への展開を目指します。 

 

1. ショッピングクレジット事業への新規参入支援 

新たに個別信用購入あっせん事業への参入を検討する事業会社に対し、システム基盤の提供に加え、事業立ち上げ

に必要な業務設計や運営体制の構築を支援します。また、スマートプラスクレジットが個別信用購入あっせん事業者と

して、パートナー企業のサービスにショッピングクレジット機能を組み込む事業モデルについても展開を検討します。

これにより、事業者が自社の顧客基盤やサービスの特性を活かしながら、新たな決済・金融サービスを提供できる環

境の実現を目指します。 

 

2. 既存の個別信用購入あっせん業者のシステム刷新・DX 支援 

既に個別信用購入あっせん事業を展開している信販会社等に対し、老朽化した基幹システムの刷新や、複雑化した

業務プロセスのデジタル化を支援します。「Crest」のクラウドネイティブかつ柔軟なアーキテクチャを活かし、システム

全体の刷新だけでなく、申込・審査・信用情報連携・債権管理など、必要な機能から段階的に導入できる仕組みを提供

していく方針です。既存システムを活用した段階的な移行にも対応することで、事業継続への影響を抑えながら、業務

効率化と新たな商品・サービスの開発を支援します。 
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3. 自社割賦事業者へのシステム・保証サービスの提供および新規参入支援 

商品・サービスの販売事業者が自ら顧客に分割払いを提供する「自社割賦」の領域にも、「Crest」の提供範囲を拡

大します。自社割賦では、申込受付、契約管理、請求・入金管理、債権管理といった業務の効率化に加え、顧客の支払

債務に伴う信用リスクへの対応が重要となります。Finatext は、個別信用購入あっせん事業向けの機能拡張で培う

知見も活用しながら、自社割賦の業務形態に応じたシステムの提供を進めます。さらに、スマートプラスクレジットによ

る自社割賦保証サービスを組み合わせることで、販売事業者の信用リスクの軽減を図り、既存の自社割賦事業者の業

務効率化から、新たに自社割賦ビジネスへの参入を目指す事業者の立ち上げまで、包括的に支援してまいります。 
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■クレジットビジネスプラットフォーム「Crest」の強み 

「Crest」は、Finatext が提供するクラウドネイティブかつ API ベースのクレジットビジネスプラットフォームです。

申込、審査、契約、与信管理、返済・入金管理、債権管理など、クレジットサービスの提供に必要な業務プロセスを幅広

くカバーしています。また、マルチテナント型のアーキテクチャを採用することで、各事業者の要件に応じた柔軟な

サービス設計を可能とし、システム全体の導入だけでなく、必要な機能を選択して利用できるモジュール提供にも対

応しています。さらに、AI 技術の活用や業務プロセスの自動化・省力化に加え、実際の金融事業運営から得られた改

善ニーズを継続的に反映することで、金融事業者の業務効率化とサービス品質の向上を支援しています。 

今回のショッピングクレジット領域への拡張により、従来の貸金サービスに加え、多様な割賦・後払い型のクレジット

サービスを支える基盤へと進化させてまいります。 

サービスサイト： https://smartplus-credit.com/crest 

 

 

■今後の展望 

Finatext グループは今後、個別信用購入あっせん事業の実務から得られる知見を継続的に「Crest」に反映する

とともに、新規参入企業や既存の個別信用購入あっせん業者、自社割賦事業者への提供を通じて、システムの適用領

域を広げていく方針です。また、既存の貸金事業者向けに展開している専門性の高い BPO サービスについても、

ショッピングクレジット領域への拡張を視野に入れ、システムと業務運営を組み合わせた包括的な支援体制の構築を

目指します。これにより、金融事業者だけでなく、さまざまな事業会社が自社サービスにクレジット機能を柔軟に組み

込み、消費者に新たな購入体験や支払手段を提供できる環境を創出してまいります。 

Finatext グループは、「金融を“サービス”として再発明する」というミッションのもと、貸金からショッピングクレ

ジットまで、幅広い信用サービスを支える次世代金融インフラの構築を推進し、日本のクレジットビジネスのさらなる

進化に貢献してまいります。 

 

以 上 

 

■株式会社 Finatext ホールディングス 

Finatext グループは、「金融を“サービス”として再発明する」をミッションに掲げ、AI 時代の金融インフラを提

供する企業グループです。金融サービスのあるべき姿をユーザー視点から見直し、パートナー事業者と共に新しい

金融サービスを開発する「株式会社 Finatext」、オルタナティブデータ解析サービスの「株式会社ナウキャスト」、

証券ビジネスプラットフォームを提供する「株式会社スマートプラス」、次世代型デジタル保険の「スマートプラス少

額短期保険株式会社」、貸金サービスに必要なシステムや業務を一気通貫で提供する「株式会社スマートプラスク

レジット」といった事業会社を擁し、「金融がもっと暮らしに寄り添う世の中」の実現を目指しています。 

 

会社名 ： 株式会社 Finatext ホールディングス 

代表者 ： 代表取締役社長 CEO 林 良太 

証券コード ： 東証グロース市場 4419 

設立 ： 2013 年 12 月 

所在地 ： 東京都千代田区九段北一丁目 8 番 10 号 

住友不動産九段ビル 9 階 

公式サイト ： https://finatext.com/ 

 

 

https://smartplus-credit.com/crest
https://finatext.com/
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■株式会社 Finatext 

株式会社 Finatext は、AI 時代の金融インフラを提供する Finatext グループにおいて、フィンテックシフト事業

および保険領域における金融インフラストラクチャ事業を担っています。「最速で、金融の新領域へ」をスローガンに掲

げるフィンテックシフト事業では、金融機関の進化を実現するプロフェッショナル集団として、現状把握から目指す未

来の実現まで一気通貫で導きます。金融サービサーとしての豊富な実務経験とユーザー理解、柔軟な対応力と圧倒的

なスピードを強みとし、これまでに、複数の金融事業者のサービスを 1 つのプラットフォームで提供する三菱 UFJ 銀

行様の『Money Canvas』、少額変額年金保険をスマートフォンで購入できる三井住友海上プライマリー生命様の

『AHARA』など、革新的なサービスを開発しています。また、金融インフラストラクチャ事業においては、保険ビジネス

プラットフォーム「Inspire（インスパイア）」とクレジットビジネスプラットフォーム「Crest（クレスト）」を軸に、金融 DX

に取り組む事業者を支援しています。Finatext は、これまで世の中になかった新しい金融サービスの創出により、金

融がもっと暮らしに寄り添う世界を実現します。 

 

会社名 ： 株式会社 Finatext 

代表者 ： 代表取締役 CEO 木下 あかね 

設立 ： 2018 年 12 月 

所在地 ： 東京都千代田区九段北一丁目 8 番 10 号 住友不動産九段ビル 9 階 

公式サイト ： https://finatext.com/fn 

 

■株式会社スマートプラスクレジット 

株式会社スマートプラスクレジットは、貸金や割賦販売といったクレジット関連のビジネスプラットフォーム「Crest

（クレスト）」を軸に、事業者によるクレジット（信用）サービスの提供を支援するフィンテック企業です。当社は、AI 時代

の金融インフラを提供する Finatext グループにおいて、クレジット領域における金融インフラストラクチャ事業を

担っています。 

 

会社名 ： 株式会社スマートプラスクレジット 

代表者 ： 代表取締役 大澤 和明 

設立 ： 2022 年 4 月 

所在地 ： 東京都千代田区九段北一丁目 8 番 10 号 住友不動産九段ビル 9 階 

登録番号 ： 貸金業 東京都知事（2）第 31905 号 

個別信用購入あっせん業 関東（個）第 121 号 

公式サイト ： https://smartplus-credit.com/ 

 


